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1.  平成22年12月期第3四半期の業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 6,811 1.5 206 △11.0 209 △11.8 58 73.9
21年12月期第3四半期 6,709 ― 232 ― 237 ― 33 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 8.38 ―
21年12月期第3四半期 4.83 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 6,688 3,722 55.2 525.12
21年12月期 6,859 3,716 53.7 524.17

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  3,692百万円 21年12月期  3,685百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 3.50 ― 3.50 7.00
22年12月期 ― 3.50 ―
22年12月期 

（予想）
3.50 7.00

3.  平成22年12月期の業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 9,622 7.4 421 61.9 414 49.8 167 718.5 23.79



(1) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(2) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等
の変更の有無となります。 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他 （詳細は、【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無
② ①以外の変更 有

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 7,056,200株 21年12月期  7,056,200株
② 期末自己株式数 22年12月期3Q  25,300株 21年12月期  25,300株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 7,030,900株 21年12月期3Q 7,017,833株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きの対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商
品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施中であります。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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（１）経営成績に関する定性的情報 

 当第３四半期累計期間（平成22年１月１日から平成22年９月30日まで）におけるわが国経済は、企業収益の回復

基調や政府の経済対策効果などにより緩やかに回復しつつあるものの、依然として厳しい雇用情勢や急激な円高に

よる企業収益への影響などから景気の先行きは不透明な状況が続いております。 

 当社が属する外食産業においては、消費者の節約志向が続くなか、企業間競争・競合の激化により、経営環境は

厳しい状況が続いております。 

 このような事業環境のもと、当社の直営事業はＱＳＣの改善活動や当第３四半期限定販売の上海旅行が当たる

「スペシャルハッピー食事券」等の販促策を全店舗で実施したことなどにより、既存店売上は前年同期比をほぼ維

持することができました。 

 一方で、ＦＣ加盟店の売上は、本部支援による販促策とＳＶによる加盟店指導を強化したことにより、改善しつ

つあります。 

 また、国内加盟店開発において、初期投資額の圧縮と候補者へのファイナンス助言を行い、ＦＣ出店の遅れは一

部解消しつつあります。さらに、年初より準備してきた、資金力のある大型法人加盟店を開発する仕組みが完成

し、当第３四半期中に３件の加盟契約を締結いたしました。 

 海外においては、当社は年度末までにアジア諸国を中心として新たに数件のマスターＦＣ契約を獲得すべく努力

しており、引き続き締結に向けて交渉を進めております。 

 営業網の整備におきましては、直営事業として５店舗の新規出店と６店舗の閉店（うち１店舗はＦＣ店へ移行）

したことにより、当第３四半期会計期間末の直営店舗数は116店舗となりました。ＦＣ事業部としては、９店舗の

ＦＣ新規出店（うち１店舗は直営店から移行）と13店舗の閉店（オーナーの後継者問題及び立地の陳腐化等によ

る）により、当第３四半期会計期間末のＦＣ店舗数は98店舗となり、合計店舗数は214店舗となりました。この他

に、食材供給を行う提携店舗が３店舗開店しています。 

 海外事業におきましては、中国上海に２店舗、タイ・バンコクに４店舗の新規出店を行い、海外店舗合計は10店

舗となりました。 

 以上の営業活動の結果、当第３四半期累計期間の売上高は68億１千１百万円（前年同期比1.5％の増加）、四半

期利益につきましては、積極的な販促活動による費用増、ＦＣ開発に伴う広告宣伝費等の増加、国内外の新規事業

に備えた人員増強等により、営業利益２億６百万円（前年同期比11.0％減少）、経常利益２億９百万円（前年同期

比11.8％減少）となりました。一方、前年同期に比べ固定資産廃棄損等の特別損失の計上が６千４百万円減少した

ことにより、四半期純利益は前年同期比73.9%増の５千８百万円となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

① 財政状態  

 当第３四半期会計期間末における総資産は、66億８千８百万円となり、前事業年度末に比べ、１億７千万円

の減少となりました。これは主に、のれんが減少したことによるものです。  

 負債総額は、29億６千５百万円となり、前事業年度末に比べ、１億７千７百万円の減少となりました。これ

は主に、長期借入金の返済、社債の償還によるものです。  

 また、純資産は、37億２千２百万円となり、前事業年度末に比べ、６百万円の増加となりました。これは主

に、利益剰余金が増加したことによるものです。  

１．当四半期の業績等に関する定性的情報
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 ② キャッシュ・フローの状態  

 当第３四半期累計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、前事業年度末に比べ１億

３千４百万円増加し５億９千３百万円となりました。  

 当第３四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

 営業活動により得られた資金は６億３千９百万円（前年同四半期は２億９千２百万円の収入）となりまし

た。これは主に、税引前四半期純利益の計上（１億５千５百万円）、減価償却費の計上（２億２千２百万

円）、のれん償却額の計上（１億６千７百万円）等によるものです。  

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により使用した資金は１億７千７百万円（前年同四半期は１億９百万円の支出）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得（△１億９千４百万円）等によるものです。  

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

 財務活動により使用した資金は３億２千４百万円（前年同四半期は２億２千５百万円の支出）となりまし

た。これは主に、長期借入れによる収入（３億円）、長期借入金の返済による支出（△５億３千万円）、配

当金の支払額（△４千８百万円）等によるものです。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

平成22年２月４日(平成21年12月期決算発表時）に公表いたしました平成22年12月期の業績予想に変更はありま

せん。 

  

（１）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

１．簡便な会計処理  

繰延税金資産及び繰延税金負債の算定方法として、繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前事業年 

   度末以降に経営環境等、かつ、一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前事業年度にお 

      いて使用した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。  

  

２．四半期財務諸表の作成に特有な会計処理  

税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後 

   の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。 

    なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。  

  

（２）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

表示方法の変更  

（四半期貸借対照表関係） 

 前第３四半期会計期間において、投資その他の資産の「その他」に含めて表示しておりました「長期貸付

金」は重要性が増したため、区分掲記することとしました。なお、前第３四半期会計期間の投資その他の資

産の「その他」に含まれる「長期貸付金」は53,216千円であります。 

  

（３）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

該当事項はありません。 

  

２．その他の情報
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３．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 622,086 479,113

受取手形及び売掛金 421,906 440,262

有価証券 20,000 20,000

商品及び製品 13,680 14,423

原材料及び貯蔵品 130,257 149,960

前払費用 91,896 82,104

繰延税金資産 33,523 33,523

未収入金 92,321 84,571

その他 23,074 36,865

貸倒引当金 △6,151 △6,225

流動資産合計 1,442,594 1,334,598

固定資産   

有形固定資産   

建物 4,577,876 4,490,072

構築物 118,549 113,482

機械及び装置 150,249 150,249

車両運搬具 3,748 3,748

工具、器具及び備品 763,549 741,429

土地 970,735 930,435

リース資産 20,872 20,872

建設仮勘定 4,725 3,387

減価償却累計額 △3,871,395 △3,681,685

有形固定資産合計 2,738,912 2,771,992

無形固定資産   

のれん 149,007 316,641

リース資産 9,281 11,134

その他 19,012 19,395

無形固定資産合計 177,301 347,170

投資その他の資産   

投資有価証券 37,656 42,722

長期預金 － 50,000

出資金 1,592 1,672

関係会社出資金 54,996 －

繰延税金資産 8,771 6,714

長期貸付金 38,549 87,970

長期前払費用 35,030 21,901

敷金及び保証金 2,146,926 2,164,791

役員に対する保険積立金 － 17,974

その他 5,762 15,362

貸倒引当金 － △3,813

投資その他の資産合計 2,329,284 2,405,297

固定資産合計 5,245,498 5,524,461

資産合計 6,688,093 6,859,059
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末 
(平成22年９月30日) 

前事業年度末に係る 
要約貸借対照表 

(平成21年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 444,521 435,498

短期借入金 100,000 120,000

1年内返済予定の長期借入金 598,080 672,848

1年内償還予定の社債 20,000 20,000

リース債務 6,644 6,644

未払金 297,705 361,914

未払費用 187,298 142,077

未払法人税等 56,688 19,797

預り金 136,942 71,939

未払消費税等 32,433 44,972

その他 920 1,749

流動負債合計 1,881,234 1,897,441

固定負債   

長期借入金 776,055 931,870

社債 50,000 70,000

リース債務 18,292 23,275

再評価に係る繰延税金負債 67,873 67,873

退職給付引当金 43,701 29,551

役員退職慰労引当金 47,408 41,422

長期預り保証金 79,940 80,072

その他 780 1,431

固定負債合計 1,084,051 1,245,496

負債合計 2,965,286 3,142,938

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,465,784 1,465,784

資本剰余金 1,425,506 1,425,506

利益剰余金 1,283,842 1,274,147

自己株式 △13,915 △13,915

株主資本合計 4,161,217 4,151,522

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 5,570 8,579

土地再評価差額金 △474,730 △474,730

評価・換算差額等合計 △469,160 △466,150

新株予約権 30,750 30,750

純資産合計 3,722,807 3,716,121

負債純資産合計 6,688,093 6,859,059
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（２）四半期損益計算書 
（第３四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 6,709,655 6,811,530

売上原価 5,692,535 5,718,058

売上総利益 1,017,120 1,093,471

販売費及び一般管理費 784,793 886,640

営業利益 232,327 206,830

営業外収益   

受取利息 3,137 2,092

受取配当金 644 618

不動産賃貸料 51,744 50,972

その他 11,579 8,963

営業外収益合計 67,105 62,646

営業外費用   

支払利息 25,194 21,623

不動産賃貸費用 32,141 30,211

その他 4,827 8,346

営業外費用合計 62,162 60,181

経常利益 237,270 209,295

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 465

特別利益合計 － 465

特別損失   

固定資産廃棄損 44,480 39,671

固定資産売却損 25,480 －

店舗閉鎖損失 47,263 7,181

その他 1,308 7,001

特別損失合計 118,532 53,854

税引前四半期純利益 118,737 155,905

法人税等 84,851 96,994

四半期純利益 33,885 58,911
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（第３四半期会計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期会計期間 
(自 平成21年７月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期会計期間 
(自 平成22年７月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 2,347,974 2,438,968

売上原価 1,948,129 1,982,074

売上総利益 399,844 456,894

販売費及び一般管理費 258,429 303,550

営業利益 141,414 153,343

営業外収益   

受取利息 1,020 781

不動産賃貸料 17,551 17,267

その他 4,397 1,493

営業外収益合計 22,969 19,542

営業外費用   

支払利息 8,041 6,852

不動産賃貸費用 10,727 10,248

その他 1,226 3,563

営業外費用合計 19,995 20,664

経常利益 144,388 152,221

特別利益   

貸倒引当金戻入額 － 165

特別利益合計 － 165

特別損失   

固定資産廃棄損 835 19,714

固定資産売却損 25,428 －

店舗閉鎖損失 24,360 1,703

その他 647 639

特別損失合計 51,270 22,056

税引前四半期純利益 93,118 130,329

法人税等 53,211 64,064

四半期純利益 39,906 66,265
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（３）四半期キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税引前四半期純利益 118,737 155,905

減価償却費 224,600 222,375

のれん償却額 167,633 167,633

貸倒引当金の増減額（△は減少） 8,319 △3,887

退職給付引当金の増減額（△は減少） 9,822 14,150

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,490 5,986

受取利息及び受取配当金 △3,781 △2,711

支払利息 25,194 21,623

社債利息 542 570

有形固定資産売却損益（△は益） 25,480 －

有形固定資産廃棄損 44,480 39,671

店舗閉鎖損失 － 10,829

売上債権の増減額（△は増加） 4,766 5,408

たな卸資産の増減額（△は増加） 28,560 20,445

仕入債務の増減額（△は減少） △58,371 9,022

未払費用の増減額（△は減少） 36,463 55,724

未払金の増減額（△は減少） △67,985 △64,728

未払消費税等の増減額（△は減少） △18,128 △12,539

その他 △9,387 44,973

小計 542,436 690,455

利息及び配当金の受取額 3,781 2,924

利息の支払額 △25,167 △22,052

法人税等の還付額 － 37,547

法人税等の支払額 △228,954 △69,281

営業活動によるキャッシュ・フロー 292,096 639,592

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 － △10,000

定期預金の払戻による収入 － 52,000

有形固定資産の取得による支出 △123,585 △194,603

有形固定資産の売却による収入 500 9,631

無形固定資産の取得による支出 － △1,000

関係会社出資金の払込による支出 － △54,996

貸付けによる支出 △3,180 －

貸付金の回収による収入 10,748 5,049

敷金及び保証金の差入による支出 △80,129 △46,084

敷金及び保証金の回収による収入 85,751 62,054

投資活動によるキャッシュ・フロー △109,894 △177,949
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（単位：千円）

前第３四半期累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） △10,000 △20,000

長期借入れによる収入 300,000 300,000

長期借入金の返済による支出 △566,385 △530,583

社債の発行による収入 100,000 －

社債の償還による支出 △10,000 △20,000

リース債務の返済による支出 － △4,983

株式の発行による収入 9,920 －

自己株式の取得による支出 △145 －

配当金の支払額 △48,651 △48,696

財務活動によるキャッシュ・フロー △225,262 △324,262

現金及び現金同等物に係る換算差額 － △2,407

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △43,060 134,973

現金及び現金同等物の期首残高 429,904 458,113

現金及び現金同等物の四半期末残高 386,844 593,086
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該当事項はありません。 

  

  

該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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